
毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日
）

目

次

訓

令

○
福
島
県
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

三
六

告

示

○
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
よ
り
県
が
意
見
を
述
べ
た
件

三
六

○
道
路
の
区
域
を
変
更
す
る
件

三
六

○
漁
船
以
外
の
船
舶
が
使
用
で
き
る
施
設
を
指
定
す
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

三
七

○
政
府
調
達
に
関
す
る
苦
情
の
処
理
手
続
要
綱
を
定
め
た
件
の
一
部
を
改
正
す
る

件

三
七

○
福
島
県
政
府
調
達
苦
情
検
討
委
員
会
設
置
要
綱
を
定
め
た
件
の
一
部
を
改
正
す

る
件

三
七

訓

令

福
島
県
訓
令
第
一
号

本

庁

機

関

出

先

機

関

福
島
県
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
三
十
一
年
一
月
二
十
九
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

福
島
県
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

福
島
県
事
務
決
裁
規
程
（
昭
和
四
十
四
年
福
島
県
訓
令
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
二
の
７
の
表
農
業
支
援
総
室
の
部
農
業
担
い
手
課
の
項
１
の
⑷
か
ら
⑹
ま
で
の
規
定
中
「第

４
条
第
５
項

」
を
「第

４
条
第
８
項

」
に
改
め
、
同
項
２
中
「第

23条
第
２
号

」
を
「第

16条
第
２
号

」

に
改
め
、
同
表
農
村
整
備
総
室
の
部
農
村
振
興
課
の
項
２
の
⑹
中
「第

43条
第
１
項

」
を
「第

41条
第

１
項

」
に
改
め
、
同
項
２
の
⑺
か
ら
⑼
ま
で
の
規
定
中
「第

43条
第
２
項

」
を
「第

41条
第
２
項

」
に

改
め
、
同
項
２
の
⑽
中
「第

43条
第
３
項

」
を
「第

41条
第
３
項

」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
三
十
一
年
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
行
政
経
営
課
）

告

示

福
島
県
告
示
第
五
十
三
号

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
八
条
第
四

項
の
規
定
に
よ
り
述
べ
ら
れ
た
意
見
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
当
該
意
見
を
平
成
三

十
一
年
一
月
二
十
九
日
か
ら
同
年
二
月
二
十
八
日
ま
で
福
島
県
商
工
労
働
部
産
業
振
興
総
室
商
業
ま
ち

づ
く
り
課
、
福
島
県
県
南
地
方
振
興
局
企
画
商
工
部
地
域
づ
く
り
・
商
工
労
政
課
及
び
白
河
市
産
業
部

商
工
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
三
十
一
年
一
月
二
十
九
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

意
見
の
対
象
と
な
っ
た
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

（
仮
称
）
カ
ワ
チ
薬
品
白
河
中
山
南
店

福
島
県
白
河
市
中
山
南
五
番
三
五
ほ
か

二

法
第
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
述
べ
ら
れ
た
県
の
意
見
の
概
要

意
見
な
し
。

（
商
業
ま
ち
づ
く
り
課
）

福
島
県
告
示
第
五
十
四
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
県
道
に
つ
い

て
道
路
の
区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
福
島
県
土
木
部
道
路
総
室
道
路
計
画

課
及
び
福
島
県
県
中
建
設
事
務
所
で
平
成
三
十
一
年
一
月
二
十
九
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す

る
。

平
成
三
十
一
年
一
月
二
十
九
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

変
更
前

敷
地
の
幅
員

延

長

路
線
名

区

間

変
更
後

の

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

県
道
吉
間

い
わ
き
市
川
前
町
小
白
井

変
更
前

Ａ

四
・
一
〜

五
、
九
三
九
・
二

田
滝
根
線

字
将
監
小
屋
一
一
二
番
一

四
〇
・
〇

地
先
か
ら

田
村
市
滝
根
町
広
瀬
字
八

幡
二
〇
六
番
地
先
ま
で

い
わ
き
市
川
前
町
小
白
井

Ｂ

九
・
六
〜

六
、
六
四
三
・
五
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字
将
監
小
屋
一
一
二
番
一

一
一
七
・
四

地
先
か
ら

田
村
市
滝
根
町
広
瀬
字
幡

門
場
八
番
一
地
先
ま
で

い
わ
き
市
川
前
町
小
白
井

変
更
後

Ａ

四
・
一
〜

五
、
九
三
九
・
二

字
将
監
小
屋
一
一
二
番
一

四
〇
・
〇

地
先
か
ら

田
村
市
滝
根
町
広
瀬
字
八

幡
二
〇
六
番
地
先
ま
で

い
わ
き
市
川
前
町
小
白
井

Ｂ

九
・
六
〜

九
、
三
二
九
・
二

字
将
監
小
屋
一
一
二
番
一

二
四
七
・
五

地
先
か
ら

田
村
郡
小
野
町
大
字
小
戸

神
字
坪
毛
一
〇
三
番
一
地

先
ま
で

（
道
路
計
画
課
）

福
島
県
告
示
第
五
十
五
号

漁
船
以
外
の
船
舶
が
使
用
で
き
る
施
設
を
指
定
す
る
件
（
平
成
十
四
年
福
島
県
告
示
第
八
百
六
十
八

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
三
十
一
年
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
三
十
一
年
一
月
二
十
九
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

関
係
図
面
（
真
野
川
漁
港
及
び
四
倉
漁
港
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
「
次
の
よ
う
に
」
は
、
省
略
し
、
改
正
後
の
関
係
図
面
は
、
福
島
県
河
川
港
湾
総
室
港
湾
課
、
福

島
県
相
馬
港
湾
建
設
事
務
所
及
び
福
島
県
小
名
浜
港
湾
建
設
事
務
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

（
港

湾

課
）

福
島
県
告
示
第
五
十
六
号

政
府
調
達
に
関
す
る
苦
情
の
処
理
手
続
要
綱
を
定
め
た
件
（
平
成
八
年
福
島
県
告
示
第
三
百
十
九
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
三
十
一
年
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
三
十
一
年
一
月
二
十
九
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

第
一
中
「
改
正
さ
れ
た
協
定
」
の
下
に
「
、
経
済
上
の
連
携
に
関
す
る
日
本
国
と
欧
州
連
合
と
の
間

の
協
定
」
を
加
え
る
。

（
審

査

課
）

福
島
県
告
示
第
五
十
七
号

福
島
県
政
府
調
達
苦
情
検
討
委
員
会
設
置
要
綱
を
定
め
た
件
（
平
成
八
年
福
島
県
告
示
第
三
百
二
十

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
三
十
一
年
一
月
二
十
九
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

第
一
条
中
「
県
の
機
関
」
の
下
に
「
及
び
県
が
単
独
で
設
立
す
る
地
方
独
立
行
政
法
人
」
を
、
「
改

正
さ
れ
た
協
定
」
の
下
に
「
、
経
済
上
の
連
携
に
関
す
る
日
本
国
と
欧
州
連
合
と
の
間
の
協
定
」
を
加

え
る
。

第
二
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

委
員
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
を
除
い
て
は
、
在
任
中
、
そ
の
意
に
反
し
て
罷
免
さ

れ
る
こ
と
が
な
い
。

一

破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
た
と
き
。

二

禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
と
き
。

三

委
員
会
に
よ
り
、
心
身
の
故
障
の
た
め
職
務
の
執
行
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
た
と
き
、
又
は

職
務
上
の
義
務
違
反
そ
の
他
委
員
た
る
に
適
し
な
い
非
行
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
と
き
。

附

則

こ
の
要
綱
は
、
平
成
三
十
一
年
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
審

査

課
）

───────────────────────────────────────────────────────────
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